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●�みんなの健康（3面）�

●�

●�介護保険料の特別徴収（2面）�

●�納税は口座振替で（8面）�

14年度予算編成方針〔市長演説〕（4面）●�
ざまインフォメーション（6・7面）

古紙配合率100％再生�
紙を使用しています。�

　

市
で
は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
平
成
十
三
年
度
に
実
施
方
法
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
試
行
し
て
き
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
行
政
評
価
の
概
要
に
つ
い
て
掲
載
し
、
そ
の
試
行
内

容
や
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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今
、
地
方
行
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
少
子
高
齢
化
社
会
の

し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
行
政
運
営

に
は
、
限
ら
れ
た
資
源
の
有
効

活
用
を
図
る
た
め
の
「
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト（
経
営
管
理
）」
や
「
自

立
性
」が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

行
政
評
価
と
は
、
こ
れ
ら
を
果

た
す
た
め
の
行
政
運
営
の
方
法

と
し
て
構
築
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

市
が
取
り
組
む
行
政
評
価
の

主
な
目
的
は
次
の
三
点
で
す
。

①
行
政
活
動
の
内
容
や
実
施
方

　

法
な
ど
の
問
題
点
を
発
見
し
、

　

行
政
運
営
の
改
善
に
つ
な
げ

　

ま
す
。

②
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
決

　

定
過
程
や
成
果
を
透
明
に
し

　

ま
す
。

③
職
員
が
、
何
の
た
め
に
事
業

　

を
実
行
す
る
の
か
を
明
確
化

　

し
、
意
識
し
ま
す
。

　

第
三
次
座
間
市
総
合
計
画
は
、

「
み
な
ぎ
る
活
力
と
や
す
ら
ぎ

が
調
和
す
る
と
き
め
き
の
ま
ち
」

を
目
指
し
て
策
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
計
画
体
系
は
三
層
に
区
分

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
行
政

評
価
の
方
法
と
し
て
、
そ
の
三

層
に
対
し
て
政
策
評
価
、
施
策

評
価
、
事
業
評
価
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
（
図
１
参
照
）
。
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そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は
、
「
だ

れ
の
た
め
に
」「
何
の
た
め
に
」

実
施
す
る
の
か
を
、
原
点
に
返 

っ
て
一
か
ら
見
つ
め
直
し
た
り
、

具
体
的
な
目
標
を
数
値
で
設
定

し
、
そ
の
目
標
値
と
達
成
値
を

比
べ
た
り
す
る
こ
と
で
、
効
率

性
や
有
効
性
な
ど
を
検
証
で
き

ま
す
。
こ
こ
で
の
新
し
い
試
み

と
し
て
、
何
を
実
行
し
た
か
と

い
う
活
動
量
の
ほ
か
に
、
そ
の

活
動
に
よ
っ
て
ど
ん
な
成
果
が

得
ら
れ
た
の
か
と
い
う
行
政
活

動
の
価
値
も
測
定
し
ま
す
。

　

政
策
や
施
策
の
評
価
に
は
、

行
政
内
部
に
よ
る「
内
部
評
価
」

と
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
学
識
経

験
者
な
ど
外
部
か
ら
見
る
「
外

部
評
価
」
が
あ
り
ま
す
。
内
外

両
方
の
視
点
か
ら
評
価
す
る
こ

と
で
、
よ
り
公
平
で
有
効
な
政

策
形
成
の
判
断
材
料
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

「
内
部
評
価
」
は
、
事
業
評

価
対
象
事
業
に
つ
い
て
、
必
要

性
、
効
率
性
、
有
効
性
、
公
平

性
、
優
先
性
と
い
う
視
点
か
ら

評
価
し
ま
す
。
事
業
評
価
が
そ

の
事
業
自
体
の
目
的
や
成
果
な

ど
を
検
証
す
る
こ
と
に
比
べ
、

内
部
評
価
は
、
事
業
を
横
並
び

に
し
て
横
断
的
に
評
価
す
る
も

の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
事
業
本
来
の
目
的
で
あ
る

総
合
計
画
に
対
し
て
、
ど
れ
だ

け
貢
献
し
た
の
か
を
測
定
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

「
外
部
評
価
」
の
具
体
的
方

本市における行政評価の位置付け�

総合計画の行政管理�

行政評価システム�

予算編成�

市民の�
意見を反映�

行
財
政
改
革�

法
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
分
か
り
や
す
く
、
有
効
な
方

法
を
現
在
検
討
し
て
お
り
、
平

成
十
五
年
度
か
ら
実
施
す
る
予

定
で
す
。
一
般
的
に
は
、
各
施

策
単
位
に
市
民
の
立
場
に
立
っ

た
分
か
り
や
す
い
成
果
志
向
の

目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達
成
値

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
市
民
の

皆
さ
ん
な
ど
か
ら
評
価
を
い
た

だ
く
方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
評
価
お
よ
び
政
策
評
価
、

施
策
評
価
を
実
施
し
た
結
果
を
、

次
の
計
画
策
定
や
予
算
な
ど
に

反
映
さ
せ
ま
す（
図
２
参
照
）。

　

ま
た
、民
間
企
業
の
よ
う
に
、

計
画（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）↓
実
施
（
Ｄ

Ｏ
）
↓
点
検
（
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
）

↓
改
善
（
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
）
と

い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル

（
経
営
管
理
循
環
）を
確
立
し
、

行
政
活
動
の
一
部
と
し
て
定
着

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
（
図

３
参
照
）
。

　

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ

の
よ
う
な
サ
イ
ク
ル
（
循
環
）

の
中
で
、
行
政
は
市
民
に
対
し

て
情
報
を
的
確
か
つ
積
極
的
に

公
表
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
こ

の
よ
う
な
情
報
を
基
に
、
居
心

地
の
良
い
街
に
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
か
な
ど
を
考
え
て

い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

　

行
政
評
価
は
、
行
政
と
市
民

の
皆
さ
ん
を
つ
な
ぐ
と
と
も
に
、

協
働
の
街
づ
く
り
に
取
り
組
む

た
め
の
も
の
な
の
で
す
。
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行
政
評
価
っ
て
何

行
政
評
価
の
目
的
は

行
政
評
価
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方
法
は

①
事
業
評
価

②
政
策
・
施
策
評
価

行
政
評
価
の
活
用

図１

図３

図２

到
来
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

に
伴
う
行
政
需
要
の
増
大
、
地

方
財
政
の
悪
化
、
地
方
分
権
の

推
進
に
よ
る
分
権
型
社
会
の
到

来
な
ど
に
よ
り
、
大
き
く
変
化
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平
成
十
四
年
度
の
介
護
保
険

料
は
表
２
・
３
の
と
お
り
で
す
。

　

六
十
五
歳
以
上
の
方
（
介
護

保
険
第
一
号
被
保
険
者
）
で
、

介
護
保
険
料
を
老
齢
（
退
職
）

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
り
納

付
し
て
い
る
方
（
特
別
徴
収
の

方
）
は
、
二
月
に
天
引
き
さ
れ

た
も
の
と
同
額
の
介
護
保
険
料

が
、
四
月
、
六
月
、
八
月
支
給

の
老
齢（
退
職
）年
金
か
ら
「
仮

徴
収
」
と
し
て
天
引
き
さ
れ
ま

す
（
金
額
の
お
知
ら
せ
は
三
月

下
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
）
。

な
お
、
十
月
以
降
の
年
金
か
ら

の
天
引
き
額
を
含
め
た
保
険
料

年
額
は
、
六
月
に
送
付
す
る
介

護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
で
納
付
し
て
い
る
方
（
普

通
徴
収
の
方
）
の
介
護
保
険
料

介
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介
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も
、
六
月
に
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付
す
る
介

護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
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条　　件所得段階
生活保護受給者および老齢福祉年金受給
者で、世帯全員が市民税非課税の方

第１段階

世帯全員が市民税非課税の方第２段階
世帯のだれかに市民税が課税されている
が、本人は市民税非課税の方

第３段階

本人が市民税課税で、前年の合計所得金
額が２５０万円未満の方

第４段階

本人が市民税課税で、前年の合計所得金
額が２５０万円以上の方

第５段階

年額３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月
月

所得段階

１７,０９０１,７００１,７００１,７００１,７００１,７００１,７００１,７００１,７００１,７００１,７９０第１段階

２５,６４０２,５００２,５００２,５００２,５００２,５００２,５００２,５００２,５００２,５００３,１４０第２段階

３４,１８０３,４００３,４００３,４００３,４００３,４００３,４００３,４００３,４００３,４００３,５８０第３段階

４２,７３０４,２００４,２００４,２００４,２００４,２００４,２００４,２００４,２００４,２００４,９３０第４段階

５１,２８０５,１００５,１００５,１００５,１００５,１００５,１００５,１００５,１００５,１００５,３８０第５段階
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市
消
防
本
部
で
は
、
災
害
現

場
な
ど
で
功
労
が
あ
っ
た
方
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
、
そ
の
勇
気

あ
る
行
動
を
た
た
え
て
い
ま
す
。

　

去
る
二
月
十
七
日
の
贈
呈
式

で
は
、
市
長
か
ら
次
の
方
々
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
敬

称
略
）

霜
田
大
輔
（
相
模
原
市
）
、
増

田
玉
美
（
入
谷
五
丁
目
）
、
佐

藤
光
洋
（
緑
ヶ
丘
三
丁
目
）
、

石
野
徹
（
緑
ヶ
丘
三
丁
目
）
、

斉
藤
浩
二（
緑
ヶ
丘
三
丁
目
）、

瀬
戸
憲
昭（
緑
ヶ
丘
三
丁
目
）、

ゾ
ン
ネ
ン
ハ
イ
ム
ヴ
ィ
ラ
自
治

会
（
小
松
原
一
丁
目
）
、
大
木

四
郎
（
相
模
が
丘
一
丁
目
）
、

大
木
英
人（
相
模
が
丘
一
丁
目
）
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昭
和
五
十
六
年
の
創
立
以
来
、

二
十
周
年
を
迎
え
た
市
統
計
調

査
員
協
議
会（
手
塚
正
夫
会
長
）

が
、
去
る
二
月
五
日
に
記
念
式

典
を
開
催
し
、
二
十
年
を
振
り

返
る
ス
ピ
ー
チ
な
ど
が
会
員
か

ら
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
統
計
調
査
の

需
要
増
大
を
受
け
て
、
迅
速
で

正
確
な
調
査
の
推
進
と
調
査
員

相
互
の
連
帯
・
情
報
交
換
を
目

的
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
創
立

当
時
に
は
国
勢
調
査
事
務
に
お

け
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
三
会
員
が
表
彰

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
四

回
の
国
勢
調
査
に
お
い
て
調
査

員
、
指
導
員
と
し
て
中
心
的
な

活
躍
を
し
た
ほ
か
、
各
種
の
統

計
調
査
百
四
十
二
回
に
従
事
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
六
十
回

以
上
に
及
ぶ
独
自
研
修
会
の
開

催
や
、
「
統
計
グ
ラ
フ
作
り
方

教
室
」「
市
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク

ー
ル
」
の
実
施
な
ど
、
統
計
行

政
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
八
十
二
人
の
会
員

が
、
さ
ら
な
る
統
計
思
想
の
普

及
と
円
滑
な
調
査
の
実
施
を
目

指
し
、
日
々
活
動
に
励
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
三
月
に
は
二
十

年
の
歩
み
を
記
し
た
記
念
誌
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　

企
画
政
策
課

1
０
４
６（
２
５
２
）８
３
７
９

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

　

市
で
は
、
住
民
票
の
写
し
を

入
手
す
る
際
の
申
請
書
や
市
民

健
康
セ
ン
タ
ー
の
利
用
申
込
書

な
ど
、
各
種
申
請
書
類
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し

た
。

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
書
類

は
百
四
十
四
種
類
で
す
。
初
め

て
の
方
で
も
利
用
し
や
す
い
よ

う
「
記
入
例
」
を
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

《
利
用
方
法
》

①
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
ペ

　

ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.cit

y
.zam

a.k
an
ag
aw
a.jp

/in
d
ex
_
m
/m
_
m
en
u
/

d
o
w
n
lo
ad
/d
o
w
n
lo
ad
.

htm

）
の
「
分
類
一
覧
」
か

　

ら
必
要
な
項
目
を
選
ぶ
。

②
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
い
書
類

　

の
説
明
ペ
ー
ジ
を
開
く
。

③
注
意
事
項
を
読
ん
で
か
ら
、

　

書
類
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
。

※
書
類
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
文
書
お
よ

び
Ｐ
Ｄ
Ｆ
文
書
で
用
意
し
て
い

ま
す
。

④
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
書
類
を

　

印
刷
す
る（
感
熱
紙
不
可
）。

⑤
「
記
入
例
」
を
参
考
に
必
要

　

事
項
を
記
入
し
、
市
役
所
の

　

各
窓
口
へ
申
請
す
る
。

※
自
書
の
必
要
な
い
書
類
は
、

印
刷
前
の
記
載
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
の
直
接
申
請
や
電
子
メ
ー
ル

で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

担
当　
　
　
　
　

市
民
情
報
課

1
０
４
６（
２
５
２
）８
３
１
２

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

　総合福祉センターに総合福祉センターに�

情報閲覧システム端末情報閲覧システム端末を設置を設置�

　総合福祉センターに�

情報閲覧システム端末を設置�

　

市
で
は
、
市
の
福
祉
情
報
や

福
祉
関
係
団
体
の
情
報
、
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
サ
ニ
ー
プ
レ

イ
ス
座
間
）
の
施
設
予
約
状
況

を
閲
覧
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
端

末
二
台
を
、
同
セ
ン
タ
ー
二
階

に
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
端
末
は
、
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
方
式
で
操
作
す
る
も
の
で
、

画
面
に
軽
く
触
れ
る
だ
け
で
見

た
い
情
報
を
探
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
一
台
は
画
面
の

高
さ
を
低
く
し
、
車
い
す
利
用

者
や
子
ど
も
で
も
操
作
し
や
す

い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
種
福
祉
情
報
の
検
索
や
同

セ
ン
タ
ー
会
議
室
の
予
約
状
況

確
認
な
ど
に
、
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
利
用
時
間　

午
前
八
時
三
十

　

分
〜
午
後
九
時
四
十
五
分

　

（
年
末
年
始
を
除
く
）

担
当　
　
　
　
　

社
会
福
祉
課

1
０
４
６（
２
５
２
）７
１
２
２

5
０
４
６（
２
５
６
）３
６
０
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【表１】所得段階一覧

【表２】普通徴収（納付書納付、口座振替）　～各納期に下記の介護保険料額を納めてください～

年額２月１２月１０月８月６月４月月
所得段階

１７,０９０２,８００２,８００３,０９０２,８００２,８００２,８００第１段階
２５,６４０４,２００４,２００４.３４０４.３００４.３００４.３００第２段階
３４,１８０５,６００５,６００５,８８０５,７００５,７００５,７００第３段階
４２,７３０７,１００７,１００７,２３０７,１００７,１００７,１００第４段階
５１,２８０８,４００８,４００８,６８０８,６００８,６００８,６００第５段階

【表３】特別徴収（年金天引き）
～年金の支給時に下記の介護保険料額が天引きされます～

※平成１４年度の所得段階（表１参照）が平成１３年度と異なる場合は、平成１４年１０月
以降の老齢（退職）年金から天引きする介護保険料額を変更します。

さがみ野・相武台・栗原・栗原中央・南栗原・西栗原
座間・四ッ谷・立野台・明王・新田宿・
緑ヶ丘・入谷・レックス座間陽だまりの丘

地区

プラスチック製容器包装燃えないごみ紙、布ペットボトル缶、瓶プラスチック製容器包装燃えないごみ紙、布ペットボトル缶、瓶分類
９・２３２５１１２・１６４・１８１１・２５２３・３０９４・１８２・１６４月
１４・２８２３・３０９７・２１２・１６９・２３２８１４２・１６７・２１５月
１１・２５２７１３４・１８６・２０１３・２７２５１１６・２０４・１８６月
９・２３２５１１２・１６４・１８１１・２５２３・３０９４・１８２・１６７月

東原・小松原・ひばりが丘・日産栗原寮・日産座間寮相模が丘・広野台地区

プラスチック製容器包装燃えないごみ紙、布ペットボトル缶、瓶プラスチック製容器包装燃えないごみ紙、布ペットボトル缶、瓶分類
１０・２４２６１２３・１７５・１９１２・２６２４１０５・１９３・１７４月
８・２２２４・３１１０１・１５３・１７１０・２４２２・２９８３・１７１・１５５月
１２・２６２８１４５・１９７・２１１４・２８２６１２７・２１５・１９６月
１０・２４２６１２３・１７５・１９１２・２６２４・３１１０５・１９３・１７７月

★５月３日は祝日ですが、「缶・瓶」「ペットボトル」の収集を実施します。
○「紙・布」は種類ごとに収集するため、収集が終わるまで時間がかかります。
○「布」は水にぬれると資源になりません。雨が降っているまたは降りそうなときは、出さないようお願いします。
○スプレー缶やガスボンベを出すときは、中身を使い切ってから穴を開けて出してください。
次回（８月～１１月）は、８月１日号に掲載の予定です。
担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資源対策課1０４６（２５２）７６５９ 5０４６（２５２）７６１６

資源物分別収集カレンダー資源物分別収集カレンダー�資源物分別収集カレンダー資源物分別収集カレンダー�資源物分別収集カレンダー� 4月～7月�

（単位：円）

（単位：円）

市統計調査員協議会の皆さん



担当　市民健康課 　 保健係� 046（252）7225 　 予防・医療係� 046（252）7213 　 リハビリ係　  046(252)7317 046（252）7043保� 予� リ�

広報ざま【座間市のお知らせ】No.６６１　　平成１４年（２００２年）４月１日●３ 

ところ受付時間と　き

東地区文化センター
午前９時３０分～１０時３０分

４月１９日（金）

市民健康センター４月２６日（金）

料金受付時間対象検診

９００円
午前９時～１１時４０歳以上

胃

５００円大腸

３００円
午前９時３０分～１１時
※午後１時～２時３０歳以上の

女性

乳

６００円午前９時～１１時子宮

保母親父親教室

保８～１０カ月児健康診査

ポリオ（急性灰白髄炎）
と　き対　象

４月１１日（木）４月１０日（水）２月生まれ
４月８日（月）４月５日（金）４月生まれ
４月４日（木）４月３日（水）９月生まれ
４月２日（火）４月１日（月）１０月生まれ

４月１７日（水）９～１０月生まれ
４月１５日（月）４月１２日（金）１１月生まれ

予

予救急診療

電　話所在地医療機関名診療月日

1０４６（２５４）３２２１相武台１丁目相武台外科胃腸科医院４月７日外
科 1０４６（２５８）２７２８相武台３丁目相武台脳神経外科４月１４日

1０４６（２５５）３５４１入谷４丁目金子産婦人科４月７日婦
人
科 1０４６（２５３）３５１１相武台１丁目シロタ産婦人科４月１４日

●休日診療

　　　　　は、１日～１５日に生まれた方
　　　　　は、１６日～末日に生まれた方
　　　　　は、生まれた日を問いません
▽受付時間＝午後１時１５分～２時１５分（時間厳守）▽
ところ＝市民健康センター▽対象＝生後３カ月～７歳
６カ月未満（なるべく１８カ月までに）※指定日厳守

４カ月児健康診査 保
▽とき＝４月１６日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成１３年１２月生まれ

　指定医療機関で受診できます（無料）。医療機関へ
連絡の上、母子健康手帳をお持ちください。

保１歳６カ月児健康診査
◆内科▽ところ＝指定医療機関▽対象＝平成１２年９月
生まれ◆歯科▽とき＝４月１０日、１７日いずれも水曜日
午前９時３０分～１０時３０分▽ところ＝市民健康センター
▽対象＝平成１２年８月生まれ

保３歳６カ月児健康診査
▽とき＝４月９日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成１０年１０月生まれ▽持ち物
＝母子健康手帳

内　容と　き
自己紹介、妊婦体操、
妊娠中の過ごし方

４月２６日（金）
午後１時３０分～４時

赤ちゃんの衣類、
妊娠中の歯の衛生

５月８日（水）
午前９時３０分～１１時３０分

疑似体験、
先輩ママに聞く「子育て」

５月１１日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

妊娠中の栄養
５月１３日（月）
午後２時～４時

赤ちゃんの沐浴、
これからに向けて

５月１８日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

▽ところ＝市民健康セ
ンター▽対象＝初産で
妊娠１６週以降の方と夫
▽受講料＝５００円▽持
ち物＝母子健康手帳、
筆記用具▽申込方法＝
４月２５日（木）までに担
当へ

保育児相談

▽内容＝身体測定と食事・発育状態・しつけの相談▽
持ち物＝母子健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

※①４月８日（月）市民健康センターの場合のみ

予高齢者医療の手続き
▽対象＝昭和１０年４月以前生まれ７０歳未満（手続き済
みの方および心身障害者療養受診証所持者を除く）▽
持ち物＝健康保険証、印

予結核検診
ところ受付時間と　き

市民健康センター
午前９時３０分～１１時

４月９日（火）
午後１時～２時３０分

▽対象＝１５歳以上▽申込方法＝直接会場へ
献血へのご協力ありがとうございました

　２月１４日三木プーリ（株）・森永乳業（株）、２月１８日
東芝機械（株）で１３２人の方にご協力いただきました。

◆内科・小児科
　受付時間　午前９時～１１時４５分
　　　　　　午後２時～４時４５分
　　　　　　午後６時～９時４５分
　診療場所　休日急患センター
　　　　　　（市民健康センター１階）1０４６（２５２）９０９０
◆歯科
　受付時間　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分
　診療場所　休日急患センター
　　　　　　（市民健康センター１階）1０４６（２５２）８２１７
◆耳鼻咽喉科
　診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時
　診療場所　相模原南メヂカルセンター
　　　　　　（相模原市相模大野）1０４２(７５６)９０００

◆外科・婦人科
　診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時

診療時間　（平日）午後７時～１０時、午後１０時以降
　　　　　（休日）午後１０時以降
診療場所　消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９
　　　　　へお問い合せください。

問い合わせ先
消防署　1０４６（２５６）２２１１（２４時間）5０４６（２５１）５２６３（障害者用）
市役所　1０４６（２５５）１１１１（午前８時３０分～午後１０時）
※当番医が変更される場合もありますので、診療時間
も含めて必ず電話で確認してください。　

●夜間診療

　診療場所　休日急患センター
　　　　　　（市民健康センター１階）1０４６（２５２）９０９０

　市と獣医師会では、犬の登録と狂
犬病予防注射を右表のとおり実施し
ます。
◆登録が済んでいる場合
　事前にはがきで通知します。手数
料とはがきを持参の上、最寄りの会
場へお越しください。
◆登録が済んでいない場合
　最寄りの会場で受け付けします。
○料　金

○会場での注意事項
　①犬を押さえられる方が同伴する。
　②首輪が抜けないようにする。
　③フンの始末ができるものを用意
　　する。
※注射や登録は動物病院でも受け付
けていますが、金額が異なることが
あります。

犬の死亡や飼い主変更のときは担当へ連絡を
担当　　　　　　　　市民健康課1０４６（２５２）７２１３ 5０４６（２５２）７０４３

時　間ところと　き
午前１０時～１１時３０分座間児童館

４月１７日（水）
午後１時～２時３０分東地区文化センター（駐車場）
午前１０時～１１時３０分鳩川児童館

４月１８日（木）
午後１時～２時３０分ひばりが丘老人憩いの家（南側広場）
午前１０時～１１時３０分

かにが沢公園（駐車場）４月１９日（金）
午後１時～２時３０分
午前１０時～１１時３０分

北地区文化センター（駐車場）４月２２日（月）
午後１時～２時３０分
午前１０時～１１時３０分栗原児童館

４月２３日（火）
午後１時～２時３０分新田宿・四ッ谷コミュニティセンター
午前１０時～１１時３０分市公民館・西出張所東側公園

４月２４日（水）
午後１時～２時３０分東原コミュニティセンター前公園
午前１０時～１１時３０分

立野台コミュニティセンター４月２５日（木）
午後１時～２時３０分
午前１０時～１１時３０分ひばりが丘南児童館

４月２６日（金）
午後１時～２時３０分総合福祉センター隣駐車場

の登録と狂犬病予防注射�犬�の登録と狂犬病予防注射�犬�の登録と狂犬病予防注射�犬�

２，６７０円注射料

　５５０円注射済票交付手数料

３，０００円新規登録手数料

　老人保健の対象者が医療機関の窓口で支払う自己
負担額および訪問看護を受けた際の自己負担額が、
４月から次のとおり改定される予定です。
　なお、市独自の高齢者医療費助成制度の自己負担
額も同様です。

改定前改定後区分
１回８００円
（月５回目以降無料）

１回８５０円
（月５回目以降無料）

定額制

月３，０００円まで
（ベッド数２００床以上
の病院は月５，０００円
まで）

月３，２００円まで
（ベッド数２００床以上
の病院は月５，３００円
まで）

定率制

外来医療費負担額外来医療費負担額などをなどを改定改定�
高齢者高齢者の�

外来医療費負担額などを改定�
高齢者の�

外来医療費負担額などを改定�
高齢者の�

　市では、４月から休日急患センター（市民健康セ
ンター１階）で内科と小児科の土曜日夜間診療を始
めます。各科の専門医を配置し診療体制を強化する
もので、診療受付時間は午後６時から９時４５分まで
です。
　また、休日夜間の診療もこれまでより１時間早く
開始し、午後６時からとなりました。
　なお、月曜から金曜日の夜間診療は、これまでど
おり市内の医療機関が当番制で受け付けますので、
お間違えのないようご注意ください。
●休日急患センターの診療受付時間
　◆休日（内科・小児科）＝午前９時～１１時４５分、
　　午後２時～４時４５分、午後６時～９時４５分
　◆休日（歯科）＝午前９時～１１時４５分、午後２時
　　～４時３０分
　◆土曜日夜間（内科・小児科）＝午後６時～９時
　　４５分
担当　 市民健康課1０４６（２５２）７２１３ 5０４６（２５２）７０４３

救急医療体制を強化します�救急医療体制を強化します�救急医療体制を強化します�
休日急患センターで土曜日夜間診療を開始�

保がん検診
▽とき＝①４月８日（月）②１２日（金）③１８日（木）
④２３日（火）▽ところ＝①市民健康センター②北地区
文化センター③市公民館④東地区文化センター▽申込
方法＝電話予約（大腸がんは検診日の７日前まで）

担当　 市民健康課1０４６（２５２）７２１３ 5０４６（２５２）７０４３

もくよく

◆内科・小児科
　受付時間　午後６時～９時４５分

●土曜日夜間診療

①費用の１割負担の
　場合：１カ月３，０００
　円まで負担

①費用の１割負担の
　場合：１カ月３，２００
　円まで負担訪問看護

を受けた
場合　　 ②１日６００円負担の

　場合：１カ月５回
　まで負担

②１日６４０円負担の
　場合：１カ月５回
　まで負担
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第
三
次
座
間
市
総
合
計
画
に

お
け
る
後
期
基
本
計
画
が
ス
タ

ー
ト
し
て
一
年
が
経
過
し
、
そ

の
実
質
的
な
計
画
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

昨
年
の
市
制
施
行
三
十
周
年

記
念
事
業
に
関
し
ま
し
て
は
、

四
月
の
大
相
撲
座
間
場
所
か
ら

十
二
月
二
十
三
日
の
読
売
日
本

交
響
楽
団
と
市
民
三
百
八
十
人

で
編
成
さ
れ
た
合
唱
団
と
の
第

九
演
奏
会
の
事
業
ま
で
、
多
く

の
関
係
事
業
を
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
事
業
も

多
く
の
市
民
の
参
加
を
い
た
だ

き
成
功 
裡 
に
終
了
し
、
市
民
と

り

と
も
に
市
制
三
十
周
年
を
祝
い
、

二
十
一
世
紀
の
新
た
な
飛
躍
を

誓
い
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
議
会
な
ら
び
に
市
民
の

皆
様
の
ご
協
力
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
年
が
明
け
、
今
日
、

日
本
経
済
は
デ
フ
レ
傾
向
が
続

く
中
、
銀
行
の
不
良
債
権
処
理

問
題
に
限
ら
ず
、
各
企
業
の
不

良
債
権
処
理
に
よ
る
企
業
倒
産

の
増
大
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
現
在
、
五
・
六
㌫
と
い
う

高
い
失
業
率
が
さ
ら
に
深
刻
化

す
る
事
態
で
あ
り
、
そ
れ
を
要

因
と
す
る
国
民
所
得
の
減
収
に

よ
り
消
費
の
鈍
化
と
悪
循
環
を

強
め
、
デ
フ
レ
に
一
層
拍
車
の

掛
か
る
こ
と
を
心
配
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
暗
い
世
相

の
中
で
凶
悪
な
事
件
な
ど
の
多

発
に
も
危 
惧 
す
る
も
の
で
あ
り

ぐ

ま
す
。
よ
っ
て
、
国
と
し
て
ワ

ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
拡
大
を

は
じ
め
、
早
急
な
デ
フ
レ
対
策

を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
予
算
編
成
に
向
け
て

全
職
員
に
対
し
、
十
年
一
昔
、

日
進
月
歩
は
既
に
過
去
、
現
在

は
一
年
一
昔
、
秒
進
分
歩
と
考

え
ら
れ
る
ほ
ど
変
化
の
激
し
い

時
代
で
あ
り
、
地
方
分
権
と
市

総
合
計
画
の
施
策
事
業
を
着
実

に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

市
と
し
て
の
自
主
性
、
自
立
性

を
高
め
、
事
業
の
量
か
ら
質
へ

の
転
換
、
費
用
対
効
果
の
的
確

な
把
握
を
す
る
と
と
も
に
、
行

政
自
ら
住
民
思
考
に
よ
り
顔
を

向
け
、
市
民
と
密
着
し
、
市
民

意
識
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、

市
民
と 
協 
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

※

推
進
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
作
成
し
た
市
民
の
歌

『
Ｗ
Ｅ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

Ｚ
Ａ
Ｍ

Ａ
！
』
の
一
節
に
は
「
…
Ｌ
Ｅ

Ｔ　

Ｓ　

Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ　

Ｕ
Ｓ
、

夢
が
ま
た
一
つ
か
な
う
で
し
ょ

う
…
」
と
「
…
元
気
よ
く
座
間

を
か
け
め
ぐ
る
…
」
の
歌
詞
の

ご
と
く
、
市
民
の
期
待
、
夢
が

か
な
い
、
市
民
が
健
康
で
元
気

の
あ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
セ
ミ
ナ 

ー
な
ど
を
開
催
し
、
市
民
と
一

緒
に
考
え
、
職
員
と
と
も
に 
邁 まい

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

福
祉
関
係
予
算
で
す
が
、
昨

年
は
民
生
児
童
委
員
の
改
選
が

さ
れ
、
ま
す
ま
す
地
域
に
お
け

る
社
会
福
祉
の
増
進
が
図
れ
る

も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に

少
子
化
対
策
と
し
て
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の

機
能
を
ほ
ほ
え
み
サ
ー
ビ
ス
に

付
加
を
い
た
し
ま
し
て
、
児
童

を
お
持
ち
の
家
庭
の
生
活
支
援

を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
小
児

医
療
費
助
成
で
は
〇
歳
児
か
ら

三
歳
児
ま
で
年
齢
の
拡
大
を
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
事
業
と
し
て
小
田
急
線
座

間
駅
に
高
齢
者
や
障
害
者
の
社

会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
し
て
い
き

ま
す
。
高
齢
者
福
祉
で
は
、
介

護
保
険
制
度
の
充
実
の
た
め
老

人
保
健
施
設
の
増
床
を
図
り
ま

し
た
。

　

健
康
づ
く
り
で
は
、
高
齢
者

の
た
め
の
出
前
健
康
教
室
を
ミ

ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
し
、

虚
弱
老
人
の
閉
じ
こ
も
り
防
止

な
ど
充
実
を
図
り
、
さ
ら
に
は

生
活
習
慣
改
善
の
支
援
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会

を
目
指
す
た
め
、
プ
ラ
ン
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

　

土
木
関
係
予
算
で
す
が
、
魅

力
あ
る
都
市
空
間
を
目
指
す
中

で
、
地
区
計
画
な
ど
を
推
進
す

べ
く
制
度
の
Ｐ
Ｒ
用
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
て
、
そ
の
意
識

啓
発
に
努
め
ま
す
。
住
環
境
で

は
、
鈴
鹿
・
長
宿
地
区
の
街
な

み
整
備
を
継
続
し
て
取
り
組
み

「
湧
   

水
と
歴
史
の
里
」
の
テ
ー

ゆ
う

マ
を
求
め
ま
す
。
ま
た
、
公
園

整
備
は
、
立
野
台
公
園
の
遊
具

設
置
や
芹
沢
公
園
の
案
内
板
の

設
置
を
す
る
と
と
も
に
、
公
園

の
樹
木 
剪 
定
枝
の
チ
ッ
プ
化
を

せ
ん

進
め
資
源
の
再
利
用
を
図
り
ま

す
。
道
路
関
係
で
は
、
認
定
道

路
の
整
理
が
昨
年
度
で
終
了
し
、

今
後
は
廃
止
し
た
道
路
を
認
定

外
道
路
台
帳
に
よ
り
、
適
切
な

道
路
管
理
に
努
め
ま
す
。
総
合

交
通
対
策
事
業
と
し
て
、
市
道

十
七
号
線
を
は
じ
め
と
し
た
相

武
台
、
相
模
が
丘
、
南
栗
原
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

　

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
と
し

て
、
ま
ち
づ
く
り
、
道
路
、
公

園
に
お
い
て
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト

の
設
置
を
進
め
ま
す
。

　

消
防
防
災
関
係
で
は
、
救
助

工
作
車
や
ポ
ン
プ
車
な
ど
の
車

両
更
新
、
耐
震
性
貯
水
槽
の
設

置
を
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
度

整
備
し
ま
し
た
「
総
合
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
」
の
さ
ら
な
る
活

用
を
進
め
、
地
域
防
災
の
確
立

を
図
り
ま
す
。
廃
棄
物
処
理
関

係
で
は
、
東
原
地
区
に（
仮
称
）

座
間
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
建

設
の
た
め
の
基
本
・
実
施
計
画

の
策
定
を
進
め
ま
す
。

　

労
働
・
農
林
水
産
商
工
関
係

予
算
で
す
が
、
勤
労
者
の
生
活

資
金
の
原
資
を
金
融
機
関
へ
預

託
し
、
勤
労
者
の
福
祉
増
進
、

生
活
安
定
に
努
め
る
と
と
も
に
、

住
宅
資
金
に
お
け
る
利
子
補
助

の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。ま
た
、

市
の
花
「
ヒ
マ
ワ
リ
」
の
栽
培

を
遊
休
農
地
対
策
の
一
環
と
し

て
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
商
店
街
の
振
興
策
と
し
ま

し
て
カ
ラ
ー
舗
装
や
街
路
灯
設

置
を
進
め
、
空
き
店
舗
な
ど
の

活
用
補
助
、
商
店
街
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
運
営
補
助
な
ど
を
実
施

し
、
商
店
街
の
活
性
化
に
努
め

ま
す
。
中
小
企
業
に
対
し
て
事

業
資
金
の
利
子
補
助
制
度
を
新

た
に
設
け
、
経
営
支
援
を
推
進

し
ま
す
。

　

基
本
計
画
が
目
指
す
基
本
施

策
を
推
進
す
る
た
め
、
行
政
評

価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
第
三
次

行
政
改
革
大
綱
な
ど
の
さ
ら
な

る
推
進
を
図
り
、
効
率
的
・
効

果
的
な
財
政
運
営
を
目
指
し
ま

す
。

担
当　
　
　
　
　

企
画
政
策
課

1
０
４
６（
２
５
２
）８
２
８
７

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

※
協
働
＝
共
通
の
目
標
に
向
か

っ
て
対
等
の
立
場
で
協
力
し
合

う
こ
と
。
単
な
る
参
加
よ
り
も

踏
み
込
ん
だ
、
行
政
と
市
民
、

企
業
な
ど
と
の
新
た
な
関
係
の

あ
り
方
。

　

協
働
の
実
現
に
は
、対
等
性
、

自
主
性
の
尊
重
、
相
互
理
解
、

目
的
の
共
有
、
情
報
の
公
開
な

ど
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

○
鈴
木
英
夫
先
生
「
夕
映
え
の

　

丘
」
歌
碑
建
立
三
周
年
記
念

　

短
歌
大
会

〔
作
品
募
集
〕
は
が
き
に
近
詠

一
首（
未
発
表
）と
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、
大
会
へ
の
出
欠
の

有
無
を
記
入
の
上
、
四
月
十
五

日
（
月
）
ま
で
に
〒
２
２
８
―

０
０
２
３
立
野
台
三
―
五
―
二

四
藤
井
ト
モ
子
あ
て
郵
送
（
差

し
替
え
不
可
）

〔
短
歌
大
会
〕
▽
と
き
＝
四
月

二
十
八
日
（
日
）
午
前
十
時
三

十
分
〜
午
後
二
時
三
十
分
（
午

前
十
時
〜
受
け
付
け
）
▽
と
こ

ろ
＝
座
間
神
社
「
す
い
め
い
」

▽
対
象
＝
既
に
申
し
込
み
の
あ

っ
た
方
▽
参
加
費
＝
千
五
百
円

（
昼
食
代
含
む
）
▽
問
い
合
わ

せ
先
＝
1
０
４
６
（
２
５
１
）

３
２
９
６
（
富
山
）

○
ふ
じ
む
ら
土
曜
生
活
学
校
参

　

加
者
募
集

▽
と
き
＝
四
月
十
三
日
か
ら
毎

月
二
回
原
則
土
曜
日
午
前
九
時

〜
午
後
一
時
▽
と
こ
ろ
＝
藤
村

宅
（
東
原
二
―
五
―
一
一
）
ほ

か
▽
内
容
＝
手
作
り
を
テ
ー
マ

に
工
作
や
料
理
、
社
会
見
学
な

ど
を
実
施
▽
対
象
＝
小
学
生
▽

定
員
＝
三
十
人
程
度
▽
参
加
費

＝
各
回
千
円（
昼
食
代
、材
料
代

を
含
む
）
▽
申
込
方
法
＝
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
1
5
０
４
６（
２

５
３
）
２
０
７
４
（
藤
村
）
へ

○
第
三
回
か
に
が
沢
鯉
の
ぼ
り

　

大
会

　

ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す「
か
に
が
沢
鯉
の
ぼ
り
大
会
」

を
今
年
も
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ク
ル
会
員�

募
集�

▽
と
き
＝
四
月
二
十
八
日（
日
）

〜
五
月
六
日
（
月
）
〔
凧
づ
く

り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
五
月
五

日
（
日
）
午
前
九
時
〜
〕
▽
と

こ
ろ
＝
か
に
が
沢
公
園
内
子
供

広
場
付
近
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝

1
０
４
６
（
２
５
５
）
９
３
８

１
（
神
原
）

○
生
涯
学
習
教
室

▽
と
き
＝
四
月
二
十
三
日（
火
）

〜
八
月
二
十
七
日
（
火
）
午
前

十
時
〜
正
午
（
全
五
回
）
▽
と

こ
ろ
＝
市
民
文
化
会
館
大
会
議

室
▽
内
容
＝
日
常
生
活
に
役
立

つ
テ
ー
マ
で
、
よ
り
良
い
社
会

生
活
を
送
る
た
め
の
学
習
▽
対

象
＝
ど
な
た
で
も
▽
定
員
＝
五

十
人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝

無
料
▽
申
込
方
法
＝
電
話
で
1

０
４
６
３（　

）２
２
７
２
（
小

３１

山
田
）
へ

○
郷
土
講
座
「
中
世
・
近
世
の

　

座
間
」
第
三
回

▽
と
き
＝
四
月
七
日
、
十
四
日

い
ず
れ
も
日
曜
日
午
後
一
時
三

十
分
〜
四
時
（
全
二
回
）
▽
と

こ
ろ
＝
市
公
民
館
、宗
仲
寺（
座

間
一
丁
目
）
▽
内
容
＝
鎌
倉
か

ら
江
戸
時
代
の
座
間
、
宗
仲
寺

住
職
の
話
と
文
化
財
見
学
▽
定

員
＝
四
十
人
（
先
着
順
）
▽
受

講
料
＝
無
料
▽
申
込
方
法
＝
午

後
七
時
〜
九
時
に
電
話
で
市
文

化
財
保
護
協
会
事
務
局
1
０
４

６
（
２
５
１
）
５
６
３
７
（
花

岡
）
へ

○
ざ
ま
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
第

　

四
回
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

▽
と
き
＝
四
月
二
十
日
（
土
）

午
後
二
時
〜
▽
と
こ
ろ
＝
北
地

区
文
化
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
宮

崎
駿
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ア
ニ
メ

曲
、
ボ
ロ
デ
ィ
ン
「
中
央
ア
ジ

ア
の
草
原
に
て
」
ほ
か
▽
入
場

料
＝
五
百
円
（
お
菓
子
、
飲
み

物
付
き
）
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝

1
０
４
２
（
７
９
９
）
２
９
４

０
（
西
嶋
）

○
小
松
原
コ
ミ
セ
ン
十
周
年
記

　

念
わ
く
わ
く
祭

▽
と
き
＝
①
四
月
十
三
日（
土
）

②
十
四
日（
日
）い
ず
れ
も
午
前

十
時
〜
▽
と
こ
ろ
＝
小
松
原
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
▽
内
容

＝
①
式
典
、
バ
ザ
ー
、
ジ
ャ
ズ

バ
ン
ド
演
奏
、
卓
球
大
会
、
ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、
模
擬
店
②

サ
ー
ク
ル
発
表
、オ
ペ
ラ
上
演
、

模
擬
店
、
お
茶
会
▽
対
象
＝
ど

な
た
で
も
▽
そ
の
他
＝
臨
時
駐

車
場
あ
り
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝

同
セ
ン
タ
ー
1
０
４
６
（
２
５

７
）
９
６
４
０

○
座
間
市
少
女
マ
ー
チ
ン
グ
バ

　

ン
ド
第
五
回
定
期
演
奏
会

▽
と
き
＝
四
月
六
日
（
土
）
午

後
五
時
三
十
分
（
開
場
）
▽
と

こ
ろ
＝
市
民
文
化
会
館
▽
内
容

＝
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
の
演
奏

や
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
の
披
露
な

ど
▽
入
場
＝
無
料
▽
問
い
合
わ

せ
先
＝
1
０
４
６
（
２
５
４
）

６
０
５
９
（
小
坂
）

○
楽
し
い
中
国
語
会
話
学
習
会

▽
と
き
＝
四
月
二
十
日
か
ら
毎

週
土
曜
日
（
月
四
回
）
、
初
心

者
午
後
三
時
三
十
分
〜
・
中
級

者
午
後
五
時
四
十
分
〜
▽
と
こ

ろ
＝
厚
木
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ 

ー（
本
厚
木
駅
南
口
徒
歩
四
分
）

▽
内
容
＝
中
国
人
講
師
と
楽
し

く
中
国
語
を
学
ぶ
▽
対
象
＝
ど

な
た
で
も
▽
参
加
費
＝
月
額
五

千
円
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
日
中

交
流
ク
ラ
ブ
1
5
０
４
６
（
２

５
３
）
５
３
９
７
（
飯
田
）

○
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
初
心
者
講

　

習
会

▽
と
き
＝
四
月
六
日
〜
七
月
二

十
日
の
土
曜
日
午
後
六
時
〜
八

時
（
全
十
五
回
）
▽
と
こ
ろ
＝

第
一
・
第
三
土
曜
日
＝
東
地
区

文
化
セ
ン
タ
ー
、
第
二
・
第
四

土
曜
日
＝
大
和
市
林
間
学
習
セ

ン
タ
ー（
南
林
間
駅
徒
歩
五
分
）

▽
内
容
＝
軽
快
な
ス
テ
ッ
プ
で

健
康
的
な
楽
し
い
ダ
ン
ス
を
踊

る
▽
受
講
料
＝
四
千
五
百
円（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
）
▽
申
込
方
法

＝
四
月
六
日
、
十
三
日
の
み
会

場
に
て
受
け
付
け
▽
問
い
合
わ

せ
先
＝
1
０
４
６
（
２
６
１
）

８
９
２
１
（
橋
川
）

○
相
武
台
地
区
交
通
安
全
母
の

　

会
で
バ
ザ
ー
開
催

　

バ
ザ
ー
の
売
上
金
は
、
交
通

安
全
の
た
め
に
役
立
て
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
是
非
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
＝
四
月
二
十
一
日（
日
）

午
前
九
時
〜
午
後
三
時
▽
と
こ

ろ
＝
か
に
が
沢
公
園
▽
問
い
合

わ
せ
先
＝
1
０
４
６（
２
５
１
）

０
５
５
０
（
加
藤
）

○
納
税
は
お
済
で
す
か
？

　

消
費
税
は
、
預
か
り
金
的
性

格
を
有
す
る
税
で
す
。
期
限
内

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
納
付
は
、
銀
行
・
郵
便
局
で

　

で
き
ま
す
。

・
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
延
滞
税

　

（
原
則
年
一
四
・
六
㌫
）
が

　

掛
か
り
ま
す
。

・
滞
納
す
る
と
財
産
を
調
査
さ

　

れ
、
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

・
も
し
も
、
期
限
内
納
付
が
困

　

難
な
場
合
に
は
、
大
和
税
務

　

署
一
階
徴
収
部
門
で
相
談
を
。

　

詳
し
く
は
、
大
和
税
務
署
1

０
４
６
（
２
６
２
）
９
４
１
１

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
知
っ
て
ま
す
か　

最
低
賃
金

　

県
内
で
働
く
ア
ル
バ
イ
ト
、

パ
ー
ト
を
含
む
す
べ
て
の
人
に

適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
は
日
額

五
千
五
百
九
十
六
円
、
時
間
額

七
百
六
円
で
す
。
ま
た
、
一
部

業
種
に
適
用
さ
れ
る
産
業
別
最

低
賃
金
は
、
塗
料
製
造
業
＝
日

額
六
千
五
百
六
十
二
円
、
時
間

額
八
百
二
十
一
円
、
鉄
鋼
業
＝

日
額
六
千
四
百
四
十
円
、
時
間

額
八
百
五
円
、
非
鉄
金
属
製
造

業
＝
日
額
六
千
百
七
十
一
円
、

時
間
額
七
百
七
十
七
円
、
一
般

機
械
器
具
製
造
業
＝
日
額
六
千

三
百
七
十
二
円
、
時
間
額
八
百

一
円
、
電
気
機
械
器
具
製
造
業

＝
日
額
六
千
二
百
六
十
六
円
、

時
間
額
七
百
九
十
円
、
輸
送
用

機
械
器
具
製
造
業
＝
日
額
六
千

三
百
二
十
一
円
、
時
間
額
七
百

九
十
五
円
、
自
動
車
小
売
業
＝

日
額
六
千
三
百
二
十
円
、
時
間

額
七
百
九
十
五
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

賃
金
額
に
疑
問
の
あ
る
方
は
、

神
奈
川
労
働
局
賃
金
課
1
０
４

５
（
２
１
１
）
７
３
５
４
ま
た

は
厚
木
労
働
基
準
監
督
署
1
０

４
６
（
２
２
８
）
１
３
３
１
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

月
額
二
千
円
（
入
会
金
千
円
）

▽
連
絡
先
＝
1
０
４
６
（
２
５

４
）
６
７
１
５
（
堀
川
）

○
人
間
関
係
☆
快
適
サ
ー
ク
ル

　

「
Ｏ
Ｋ
会
」

▽
と
き
＝
奇
数
月
の
第
二
土
曜

日
午
後
七
時
〜
九
時
▽
と
こ
ろ

＝
東
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
▽
内

容
＝
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

自
己
主
張
の
方
法
、
ス
ト
レ
ス

解
消
法
な
ど
を
学
ぶ
▽
会
費
＝

一
回
五
百
円（
入
会
金
五
百
円
）

▽
連
絡
先
＝
1
０
９
０
（
１
４

５
１
）
５
７
７
０
（
宮
地
）

○
華
サ
ー
ク
ル

▽
と
き
＝
毎
月
三
回
木
曜
日
▽

と
こ
ろ
＝
相
模
が
丘
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
社
交

ダ
ン
ス
の
基
礎
と
マ
ナ
ー
を
学

び
健
康
づ
く
り
と
仲
間
づ
く
り

を
図
る
▽
対
象
＝
ど
な
た
で
も

▽
会
費
＝
月
額
千
五
百
円
（
入

会
金
千
円
）
▽
連
絡
先
＝
1
０

４
６（
２
５
６
）６
７
７
７
（
海

老
原
）

○
ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル

▽
と
き
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
一

時
四
十
五
分
〜
三
時
十
五
分
▽

と
こ
ろ
＝
市
公
民
館
▽
内
容
＝

ポ
ー
ズ
と
呼
吸
で
心
身
と
も
に

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
▽
対
象
＝
ど

な
た
で
も
▽
会
費
＝
月
額
三
千

円
▽
連
絡
先
＝
1
０
４
６
（
２

５
４
）
４
１
３
７
（
山
田
）

○
健
康
体
操
「
あ
ぜ
み
ち
会
」

▽
と
き
＝
毎
週
火
曜
日
午
前
十

時
〜
正
午
▽
と
こ
ろ
＝
北
地
区

文
化
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
ス
ト

レ
ッ
チ
と
リ
ズ
ム
体
操
を
通
し

て
婦
人
の
健
康
づ
く
り
を
す
る

（
見
学
者
歓
迎
）
▽
会
費
＝
月

額
五
百
円
（
入
会
金
五
百
円
）

▽
連
絡
先
＝
1
０
４
２
（
７
４

７
）
０
７
０
１
（
武
田
）

○
気
功
天
台
教
室

▽
と
き
＝
毎
週
木
曜
日
午
前
九

時
三
十
分
〜
十
一
時
▽
と
こ
ろ

＝
入
谷
四
丁
目
信
販
座
間
自
治

会
集
会
所
▽
内
容
＝
心
身
と
も

に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
自
然
治
癒

能
力
を
高
め
る（
見
学
者
歓
迎
）

▽
連
絡
先
＝
1
０
４
６
（
２
５

４
）
４
８
７
１
（
武
川
）

○
洋
裁
サ
ー
ク
ル「
タ
イ
ト　

」
１５

▽
と
き
＝
毎
週
金
曜
日
午
前
十

時
〜
正
午
▽
と
こ
ろ
＝
北
地
区

文
化
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
洋
裁

の
基
本
か
ら
応
用
ま
で
▽
対
象

＝
ど
な
た
で
も
▽
会
費
＝
月
額

三
千
円
（
入
会
金
五
百
円
）
▽

連
絡
先
＝
1
０
４
２（
７
６
６
）

４
８
３
１
（
渋
谷
）

○
ス
マ
イ
リ
ィ
ー
ズ

▽
と
き
＝
毎
月
四
回
木
曜
日
午

後
三
時
三
十
分
〜
七
時
（
一
ク

ラ
ス
一
時
間
）
▽
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
ほ
か
▽
内
容
＝

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
ほ
か
▽
対
象
＝
四
歳
〜
小
学

生
▽
会
費
＝
月
額
二
千
五
百
円

（
入
会
金
千
円
）
▽
連
絡
先
＝

1
０
４
６
（
２
５
８
）
０
７
５

７
（
不
動
田
）

○
ハ
ン
ド
ベ
ル
サ
ー
ク
ル　

　

「
リ
ン
リ
ン
リ
ン
ガ
ー
ズ
」

▽
と
き
＝
毎
月
第
二
・
第
四
水

曜
日
午
後
六
時
三
十
分
〜
九
時

三
十
分
▽
と
こ
ろ
＝
相
武
台
公

民
館
▽
内
容
＝
ハ
ン
ド
ベ
ル
の

演
奏
を
楽
し
む
。
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
で
の
演
奏
も
あ
り
▽
対
象

＝
楽
譜
が
読
め
る
方
▽
会
費
＝

月
額
二
千
円（
入
会
金
二
千
円
）

▽
連
絡
先
＝
1
０
９
０
（
８
１

７
２
）
２
５
８
２
（
都
筑
）

○
座
間
木
彫
り
会

▽
と
き
＝
毎
月
第
一
・
第
三
木

曜
日
午
前
十
時
〜
正
午
▽
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▽
内
容

＝
鎌
倉
彫
り
を
は
じ
め
各
種
木

彫
り
作
品
の
制
作
▽
対
象
＝
ど

な
た
で
も
▽
会
費
＝
月
額
二
千

円
▽
連
絡
先
＝
1
０
４
６
（
２

５
３
）
８
７
１
３（
内
田
）

○
相
武
台
一
輪
車
ク
ラ
ブ

▽
と
き
＝
毎
月
第
一
・
第
三
日

曜
日
、
第
二
・
第
四
土
曜
日
午

前
九
時
〜
午
後
三
時
▽
と
こ
ろ

＝
相
武
台
東
小
学
校
体
育
館
▽

内
容
＝
一
輪
車
を
楽
し
む
▽
対

象
＝
四
歳
〜
小
学
三
年
生
▽
会

費
＝
月
額
千
円
▽
連
絡
先
＝
1

０
４
６
（
２
５
６
）
８
７
１
０

（
堀
井
）

○
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
健
康
気
功

▽
と
き
＝
毎
週
月
曜
日
午
後
一

時
三
十
分
〜
三
時
三
十
分
（
見

学
、
無
料
体
験
随
時
）
▽
と
こ

ろ
＝
信
販
住
宅
自
治
会
館
▽
会

費
＝
月
額
二
千
五
百
円
▽
連
絡

先
＝
1
０
４
６
（
２
５
６
）
４

９
５
３
（
小
村
）

○
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▽
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
十

時
〜
午
後
三
時
、
毎
週
金
曜
日

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
一
時

▽
と
こ
ろ
＝
ひ
ま
わ
り
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
▽
対
象
＝
多
少
経

験
の
あ
る
方
▽
会
費
＝
年
額
六

千
円
▽
連
絡
先
＝
ひ
ま
わ
り
レ

デ
ィ
ー
ス
1
０
４
６（
２
５
１
）

３
２
８
６
（
大
矢
）

○
新
婦
人
太
極
拳
と
ダ
ン
ベ
ル

　

教
室

▽
と
き
＝
毎
月
第
二
・
第
四
木

曜
日
午
後
八
時
〜
九
時
三
十
分

▽
と
こ
ろ
＝
市
公
民
館
▽
対
象

＝
ど
な
た
で
も
▽
会
費
＝
月
額

千
五
百
円
（
入
会
金
百
円
）
▽

連
絡
先
＝
新
婦
人
の
会
座
間
支

部
1
5
０
４
６
（
２
５
６
）
３

０
２
３

○
ひ
ま
わ
り
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

▽
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
一

時
〜
二
時
二
十
分
▽
と
こ
ろ
＝

市
公
民
館
▽
内
容
＝
四
月
か
ら

社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
コ
ー
ス
開

始
▽
対
象
＝
中
高
年
の
方
▽
会

費
＝
月
額
千
五
百
円
（
入
会
金

千
円
）
▽
連
絡
先
＝
1
０
４
６

（
２
５
４
）
１
８
８
７（
大
塚
）

事
業
の
量
か
ら

質
へ
・・・

健
康
で
元
気
の
あ

る
ま
ち
の
実
現

「
み
な
ぎ
る
活
力
と
や
す
ら
ぎ
が

調
和
す
る
と
き
め
き
の
ま
ち
」
の

実
現
を
目
指
し
て

　

平
成
十
四
年
度
に
お
け
る

主
要
な
施
策
に
つ
い
て
、
第

三
次
座
間
市
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
に
示
す
五
つ
の
目

標
に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

み
ず
か
ら
を
い
た
わ
り

み
ず
か
ら
を
い
た
わ
り

互
い
に
励
ま
し

互
い
に
励
ま
し　

と
も
に
生
き
る

と
も
に
生
き
る

の
び
や
か
に
学
び

の
び
や
か
に
学
び　

自
由
に
創
造
し

自
由
に
創
造
し　

多
彩
に
表
現
す
る

多
彩
に
表
現
す
る

水
か
が
や
き

水
か
が
や
き　

緑
か
お
り

緑
か
お
り　

風
お
ど
る
空
間

風
お
ど
る
空
間

土
を
友
と
し

土
を
友
と
し　

未
来
を
創
り

未
来
を
創
り　

夢
を
は
ぐ
く
む
ま
ち

夢
を
は
ぐ
く
む
ま
ち

人
を
つ
な
ぎ

人
を
つ
な
ぎ　

ま
ち
を
つ
な
ぎ

ま
ち
を
つ
な
ぎ　

世
界
を
つ
な
ぐ
対
話
の

世
界
を
つ
な
ぐ
対
話
の
まま
ちち

計
画
を
推
進
す
る
た
め
に

計
画
を
推
進
す
る
た
め
に

み
ん
な
の�

広
場�

○
ひ
ば
り
鳴
子
隊

▽
と
き
＝
毎
週
木
曜
日
午
後
七

時
三
十
分
〜
九
時
三
十
分
▽
と

こ
ろ
＝
ひ
ば
り
が
丘
南
児
童
館

▽
内
容
＝
鳴
子
踊
り
を
練
習
し

各
地
の
ま
つ
り
に
出
場
▽
対
象

＝
ど
な
た
で
も
▽
会
費
＝
年
額

四
千
円
▽
連
絡
先
＝
1
０
４
６

（
２
５
１
）
３
５
４
７（
徳
丸
）

○
親
子
体
操
サ
ー
ク
ル
ほ
っ
ぴ

　

ん
ぐ
・
き
っ
ず

▽
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
三

時
〜
四
時
三
十
分
▽
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
親

子
や
友
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
音
楽
に

合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
、
基
礎

体
力
、
リ
ズ
ム
感
、
社
会
性
な

ど
を
養
う
▽
対
象
＝
一
歳
四
カ

月
〜
就
学
前
の
親
子
▽
会
費
＝ ���������

���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
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���������
���������
���������
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平
成
十
四
年
度
予
算
編
成
方
針

平
成
十
四
年
度
予
算
編
成
方
針�
平
成
十
四
年
度
予
算
編
成
方
針

平
成
十
四
年
度
予
算
編
成
方
針�
平
成
十
四
年
度
予
算
編
成
方
針�

平
成
十
四
年
度
当
初
予
算
決
ま
る
！�

〜
予
算
額
な
ど
の
詳
細
は
四
月
十
五
日
号
に
掲
載
〜�

は
じ
め
に
・・・

二
月
二
十
七
日
の
市
議
会

第
一
回
定
例
会《
市
長
演
説
》か
ら

に
も
体
制
の
充
実
や
適
応
指
導

教
室
に
お
け
る
相
談
体
制
の
充

実
に
努
め
ま
し
た
。

　

教
育
内
容
の
充
実
と
し
て
小

学
校
外
国
人
英
語
指
導
助
手
の

派
遣
を
し
、
国
際
理
解
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し

て
の
英
語
に
親
し
め
る
よ
う
配

慮
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の

方
に
よ
る
「
と
き
め
き
ス
ク
ー

ル
」
を
実
施
し
、
地
域
と
学
校

の
触
れ
合
い
・
連
携
を
推
進
し

ま
す
。
Ｉ
Ｔ
関
連
で
は
、
各
小

学
校
に
パ
ソ
コ
ン
を
新
た
に
整

備
し
、
総
合
学
習
で
は
「
豊
か

な
心
を 
育 
む
道
徳
教
育
」
を
推

は
ぐ
く

進
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
お
い
て
は
、
引

き
続
き
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
は
じ

め
と
し
た
Ｉ
Ｔ
講
習
の
開
催
、

新
規
事
業
と
い
た
し
ま
し
て

「（
仮
称
）ざ
ま
生
涯
学
習
宅
配

便
」
と
し
て
市
役
所
の
業
務
の

紹
介
な
ど
出
前
講
座
を
開
設
し

ま
す
。
ざ
ま
遊
友
ク
ラ
ブ
は
引

き
続
き
そ
の
充
実
を
図
り
、「
こ

ど
も
一
一
〇
番
」
は
市
民
の
方

の
協
力
に
よ
り
、
そ
の
防
犯
体

制
の
さ
ら
な
る
確
立
を
目
指
し

ま
す
。

　

市
民
の
健
康
・
体
力
づ
く
り

で
は
、
だ
れ
も
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

健
康
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
開
催
し
、

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

　

図
書
館
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
た
め
、
県
下
の
公
共
図

書
館
と
の
連
携
や
施
設
の
改
善

に
努
め
ま
す
。

　

教
育
関
係
予
算
で
す
が
、
毎

年
度
継
続
し
て
整
備
を
し
て
き

て
お
り
ま
す
校
舎
の
耐
震
補
強

工
事
を
は
じ
め
と
し
て
、
大
規

模
修
理
や
給
食
調
理
室
の
改
善
、

設
備
の
充
実
を
図
り
、
児
童
生

徒
の
学
習
環
境
の
充
実
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
教
育
史
の
編 
纂 さん

　

総
務
関
係
予
算
で
す
が
、
ひ

ば
り
が
丘
に
新
た
に
地
域
活
動

の
拠
点
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
進
め
、
市

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

申
請
書
な
ど
の
利
用
が
で
き
る

よ
う
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
措
置
を

図
り
ま
し
た
。
姉
妹
都
市
ス
マ 

ー
ナ
市
と
は
引
き
続
き
文
化
交

流
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
と
の
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

’
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市交通安全協会事務所が移転

地価公示価格の閲覧

市勤労者サービスセンター会員募集

　このたび、国土交通省から地価公
示価格が公示されました。これは、都
市計画区域内の各地域で標準的な使
用をしている土地を選び、その適正
価格を公表することで、土地取引な
どの参考にしていただくものです。
　公示内容は標準地価、隣接する道
路の種類・幅員、周辺の土地利用状
況などです。このうち、標準地価は
不動産鑑定士が評価をする際や地方
公共団体などが用地取得する際の基
準となるほか、国土利用計画法に基
づく土地売買の取引価格を審査する
基準にもなります。
　閲覧をご希望の方は、担当または
市役所１階市民情報コーナー、各出
張所へお越しください。
担当　　　　　　　　　　　用地課

1０４６（２５２）８５３７ 5０４６（２５５）３５５０

　市勤労者サービスセンターは、中
小企業で働く人たちの福利厚生と事
業所の発展援助を目的とした団体で
す。個人単位でも加入できます。
〔対象〕
◇事業所単位での加入＝市内の中小
　企業の勤労者と事業主
◇個人単位での加入＝市内の中小企
　業に勤務する方、市内在住で市外
　の中小企業に勤務する方など
〔主な事業内容〕
◇福利厚生事業＝宿泊施設の利用助
　成、チケットあっせん、バスツア
　ーなどの開催、人間ドックの費用
　一部助成
◇給付事業＝結婚・出産・入学祝い
　金、傷病・住宅災害の見舞金、死
　亡弔慰金、永年勤続慰労金など
◇貸付あっせん事業＝生活資金融資
　（限度額１００万円、償還期間３６カ月
　以内）
担当　市勤労者サービスセンター事
　　　務局（産業課内）

1０４６（２５２）７６０４ 5０４６（２５５）３５５０

○内　容　はり・きゅう・マッサー
　ジ助成券の支給、被爆者援護手当
　の支給、被爆者健康診断
○対　象　本市に住民登録がある被
　爆者健康手帳をお持ちの方
○申込方法　被爆者手帳と印鑑を持
　参の上、担当へ（既に登録してあ
　る方には、通知でご案内します）
担当　　　　　　　　　社会福祉課

1０４６（２５２）７１２２ 5０４６（２５６）３６００

　これまで、市役所にありました市
交通安全協会事務所は、４月１日か
ら座間警察署に移転します。ベビー
シートの貸し出し・返却も移転先で
実施しますので、ご注意ください。
○問い合わせ先
　座間市交通安全協会
　市内入谷１－１９３座間警察署内
1０４６（２５５）２１６０
担当　　　　　　　　　市民生活課

1０４６（２５２）８１５８ 5０４６（２５５）３５５０

福祉に関する論文・標語を募集

○課　題　福祉について思っている
　こと、実際に体験したこと、市に
　提言したいこと
○応募資格　市内在住・在勤・在学者
○応募規定　▽論文＝４００字詰め原
　稿用紙５枚以内▽標語＝一人１点
　（いずれも自作品で未発表のもの）
○応募方法　作品に住所、氏名、年
　齢、性別、職業、電話番号を明記

ざま男女共同参画プラン推進協議会
「あくしゅフォーラム」実行委員募集

　女性も男性も性別にとらわれるこ
となく、『個』としての生き方を選
び取れる社会「男女共同参画社会」
の実現に向け、６月２９日（土）午後
１時３０分から市民文化会館小ホール
で開催される「あくしゅフォーラム」
の実行委員を募集します。
○募集人員　１０人程度
○応募資格　市内在住・在勤者
○応募方法　４月３０日までに直接ま
　たは電話かファクスで担当へ　
担当　　　　　　　　　市民生活課

1０４６（２５２）８４８３ 5０４６（２５５）３５５０

固定資産課税台帳
（土地・家屋・償却資産）の縦覧

○と　き　４月１日～２２日（土曜・
　日曜日を除く）
○ところ　市役所２階資産税課
○対　象　固定資産の所有者、関係
　者（納税管理人など）、代理人（要委
　任状）
○持ち物　身分証明書（運転免許証
　など）
担当　　　　　　　　　　資産税課

1０４６（２５２）８０４３ 5０４６（２５５）３５５０

原爆被爆者援護事業

　し、５月３１日までに〒２２８－８５６６市
　役所社会福祉課あて郵送または持
　参
※応募作品は返却しません。
担当　　　　　　　　　社会福祉課

1０４６（２５２）７１２２ 5０４６（２５６）３６００

地雷犠牲者支援バザー用品を募集

　日本赤十字社神奈川県支部では、
５月１１日に横浜駅西口イベント広場
で開催される「赤十字フェスティバ
ル」のバザー用品を募集しています。
バザーの売上金は全額、世界中の地
雷犠牲者支援に使用されます。
○希望用品　せっけん、タオル、シ
　ーツ、皿、なべ、コップなど未使
　用の家庭用品（中古衣料不可）
○送付方法　バザー物品と明記の上、
　４月３０日までに〒２３１－８５３６横浜
　市中区山下町７０－７日本赤十字社
　神奈川県支部総務課へ
○問い合わせ先　同社同支部1０４５
　（６８１）２１２３
担当　　　　　　　　　社会福祉課

1０４６（２５２）７１２２ 5０４６（２５６）３６００

電動式生ごみ処理機・生ごみ処理容器
購入費補助金制度

　市では、｢電動式生ごみ処理機 ｣
および「生ごみ処理容器」を購入す
る世帯に、購入費を補助しています。
これらの機器は、ごみの減量化や環
境対策に大変有効ですので ､ぜひご
利用ください ｡
　なお、申込方法がそれぞれ異なる
ほか、購入後の申し込みは補助の対
象となりませんのでご注意ください。
〔補助金額〕
▽電動式生ごみ処理機＝購入価格の
２分の１（１００円未満切り捨て、上限
３万円）▽生ごみ処理容器＝１台当
たり４千円を超える場合１台につき
３千円、１台当たり４千円以下の場
合購入金額の２分の１（１００円未満切
り捨て）
担当　　　　　　　　　資源対策課

1０４６（２５２）７６５９ 5０４６（２５２）７６１６

高齢者理髪助成券支給事業

　市が契約する理髪店および美容院
で、理髪やカット、パーマをかけた
場合に料金の一部を負担します。
○対　象　６５歳以上で、事前に一人
　暮らしの登録をしている方または
　生活保護受給者
○申請方法　印鑑を持参の上、直接
　担当へ
担当　　　　　　　　　高齢対策課

1０４６（２５２）７１２７ 5０４６（２５２）８２３８

寝具乾燥・丸洗いサービス

○対　象　寝たきりや痴呆症により
　寝具類の衛生管理を必要とする６５
　歳以上の方
○実施回数　乾燥＝年６回、丸洗い
　乾燥＝年６回
○申請方法　担当または在宅介護支
　援センターに備え付けの申請書に
　必要事項を記入の上、担当へ
担当　　　　　　　　　高齢対策課

1０４６（２５２）７１２７ 5０４６（２５２）８２３８

地下水保全のために
雨水浸透施設等設置助成制度

　市では、雨水を地下に浸透させ、
地下水の保全を促進する施設の設置
に対する助成を実施しています ｡
　この制度は、昨年４月から既存住
宅のほか、新築・改築時の設置も対
象となりました。助成対象や金額な
どには一定の条件や限度があります
ので、事前に担当へご相談ください。
　市営水道の貴重な水源にもなって
いる地下水。おいしい水道水の供給
のため、ご協力をお願いします。
○雨水浸透ます
　１基当たり１２５００円
○雨水浸透トレンチ
　１㍍当たり６５００円
○雨水貯留槽
　１基当たり２５０００円
担当　　　　　　　　　環境保全課

1０４６（２５２）７６７５ 5０４６（２５７）７７４３

ご存じですか？
児童手当制度と児童扶養手当制度

〔児童手当制度〕
○対　象　義務教育就学前の子ども
　を養育している方（所得制限あり）
○支給額　第１子・第２子＝月額５０
　００円、第３子以降＝月額１００００円
○申込方法　直接担当へ
※申請日の翌月分から６歳到達後の
最初の年度末まで支給されます。
〔児童扶養手当制度〕
○対　象　両親の離婚や父親の死亡
　などによって、父親と生計を同じ
　くしていない１８歳未満の児童を養
　育している母子家庭など
○申込方法　直接担当へ
担当　　　　　　　　　　　児童課

1０４６（２５２）７２０１ 5０４６（２５２）７０４３

小・中学校の就学費用を援助

　市教育委員会では、経済的にお困
りな小・中学生の保護者を対象に、
就学費用の一部を援助しています。
　援助内容は、学用品費をはじめ校
外活動、修学旅行、給食、医療費な
どです。援助の対象となる所得金額
など詳しくは、学校を通じて保護者
に配布する「就学援助制度のお知ら
せ」をご覧ください。
担当　　　　　　教育委員会総務課

1０４６（２５２）８３４７ 5０４６（２５２）４３１１

　既に、自治会を通じて配布しまし
た「保健衛生のお知らせ」１１ページ
案内図中で ｢座間市役所 ｣とあるの
は、「座間中学校」の誤りです。こ
こに謹んで訂正します。
担当　　　　　　　　　市民健康課

1０４６（２５２）７２２５ 5０４６（２５２）７０４３

食生活改善推進員養成講座

　食生活を通じて健康づくりを推進
する、地域のボランティアを養成す
るための講座を開催します。本講座
の８割を受講した方には、修了証書
を発行し、市食生活改善推進員とし
て健康な街づくりを共に考え、活動
していただきます。
○と　き　①５月２３日②３１日③６月
　１４日④７月５日⑤８月２日⑥３０日
　⑦９月２７日⑧１０月２５日⑨１１月２２日
　⑩１２月６日⑪平成１５年１月２４日⑫
　２月１４日⑬２８日いずれも金曜日（①
　を除く）①⑬午前１０時～正午②午
　後１時～３時３０分③～⑦⑪⑫午前
　１０時～午後２時⑧～⑩午後１時３０
　分～４時
○ところ　市民健康センター
○内　容　食生活改善、公衆衛生に
　関する知識と実践技術の習得
○対　象　継続的に出席可能で実践
　意欲の高い方
○定　員　２０人（先着順）
○受講料　無料（材料代、資料代な
　どは一部自己負担）
○申込方法　４月１９日までに直接ま
　たは電話で担当へ
担当　　　　　　　　　市民健康課

1０４６（２５２）７２２５ 5０４６（２５２）７０４３

「保健衛生のお知らせ」の訂正

ち ほ う
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善意のともしび�
（敬称略）�

平成１４年度第１回危険物取扱者試験

○と　き　６月９日（日）
○ところ　東海大学湘南校舎（平塚
　市北金目１１１７）
○試験の種類　甲種、乙種全類、丙種
○受験資格　乙・丙種は、制限無し
○申込方法　担当および東・北分署
　に備え付けの願書に必要事項を記
　入の上、４月１５日～５月９日（当
　日消印有効）に〒２３１－００１５横浜市
　中区尾上町５－８０神奈川中小企業
　センター７階（財）消防試験研究セ
　ンター神奈川県支部あて郵送
担当　　　　　　市消防本部予防課

1０４６（２５６）２２１１ 5０４６（２５６）２２１５

◆公民館ふれあい農園
○と　き　４月１４日～平成１５年３月
　１６日原則毎月第３日曜日午前９時
　３０分～正午（全１３回）
○ところ　市公民館、農園
○内　容　畑の土作り、苗の植え方
　・育て方までを実習を通して学ぶ
○講　師　園芸研究家　金崎公哉さ
　ん
○対　象　市内在住・在勤者（親子
　での参加も可）
○定　員　２５人（先着順）
○参加費　年額７０００円（苗、種子、
　肥料代）
○申込方法　４月１２日までに直接ま
　たは電話かファクスで同館へ

移動図書館ひまわり号巡回日程

はり・きゅう・マッサージ助成券配布

　市社会福祉協議会では、７５歳以上
の方を対象に「はり ･きゅう ･マッ
サージ助成券」を市内各老人憩いの
家で配布します。対象者には、日程 
・会場（下表）などが記載された案
内はがきを４月上旬に郵送します。

※１２日以降は、はがきと印鑑を持参
の上、担当までお越しください。
○配布枚数　年間６枚
※申請が遅れますと、配布枚数が減
りますのでご注意ください。
担当　　　　　　市社会福祉協議会

1０４６（２６６）２００１ 5０４６（２６６）２００９

※雨天の場合は巡回を中止します。
また、学校への巡回は時間が変更に
なる場合があります。
担当　　　　　　　　　　　図書館

1０４６（２５５）１２１１ 5０４６（２５２）５７０４

市公民館
1０４６（２５５）３１３１ 5０４６（２５２）２７７６

北地区文化センター
1０４２（７４７）３３６１ 5０４２（７４７）８５４２

◆にほんご教室受講生募集
　外国籍市民の生活支援の一環とし
て「にほんご教室」を開催していま
す。近所に日本語を話せず困ってい
る外国籍市民や帰国子女などがいま
したら、この教室をご紹介ください。
○と　き　①毎月第１・３・４土曜
　日午前１０時～正午②毎月第１～３
　水曜日午後７時～８時３０分
○内　容　①初級・入門コース②初
　級・中級コース
○対　象　日本語を習いたい外国籍
　の市内在住・在勤者、帰国子女
○受講料　毎回１００円（資料代）
○申込方法　当日直接同センターへ
◆北文ユースセミナー企画委員募集
　青年による地域活動と仲間作りを
目的とするスポーツ・レクリエーシ
ョン活動を、一緒に企画・運営して
いただける方を募集します。
○対　象　おおむね２５歳までの方
○内　容　「自然と遊ぶ」をテーマ
　としたカヌー、テニス、トレッキ
　ングなど季節ごとのイベントの企
　画・運営
○申込方法　４月１３日までに直接ま
　たは電話かファクスで同センター
　へ
〔第１回準備会（説明会）〕
○と　き　４月１４日午後１時３０分～
　３時

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１ 5０４６（２５３）０７８９

▼ひばりが丘南児童館＝６日・２０日
午後２時３０分～３時３０分▼小松原１
丁目第２多目的広場＝１１日・２５日午
前１０時３０分～１１時３０分▼入谷小学校
＝２５日午後２時３０分～３時４５分▼東
原小学校＝２６日午後２時３０分～３時
４５分▼ＮＴＴ大塚本町アパート＝３
日・１７日午前１０時３０分～１１時３０分▼
栗原小学校＝２４日午後２時３０分～３
時４５分▼東原共同住宅＝４日・１８日
午前１０時３０分～１１時３０分▼相模が丘
４丁目多目的広場＝１２日・２６日午前
１０時３０分～１１時３０分▼相模野小学校
＝１９日午後２時３０分～３時４５分▼中
原小学校＝１７日午後２時３０分～３時
４５分

◆平成１４年度あすなろ大学（高齢者
　学級）新入生募集
○テーマ　交流
○と　き　４月１９日～平成１５年３月
　２８日毎週金曜日午後１時３０分～３
　時３０分（見学、特別講義は別日程）
○内　容　「時事講座 ｣（月１回）「郷
　土学習」（年６回）「大航海ゼミナー
　ル（調べ学習）」（年６回）「防災施設
　見学」「しめ飾り作り」「健康講座」

　ほかに選択科目多数あり
○講　師　駒沢大学講師　長谷川孝
　さん、県立青少年センター　片岡則
　夫さん、図書館司書　葉山敦美さん、
　教育研究所　大谷之彦さんほか
○対　象　６０歳以上で継続して出席
　できる方
○定　員　３０人（先着順）
○受講料　無料（教材費、菓子代と
　して年額５００円。見学などは別途）
○申込方法　４月１４日までに直接ま
　たは電話かファクスで同センター
　へ
◆子どもおはなし会
○と　き　毎週水曜日午後３時３０分
　～４時
○内　容　絵本の読み聞かせ、素話、
　手遊び、紙芝居ほか
○申込方法　当日直接同センターへ

◆年金事務非常勤職員
○募集人員　１人
○応募資格　１８歳以上の健康な方
○業務内容　一般年金事務（パソコ
　ン入力、受け付け）
○採用期間　５月１日～翌年３月末
○勤務日時　月曜～金曜日午前９時
　～午後３時３０分
○賃　金　時給７００円～９００円（経験
　年数により異なる）
○選考方法　面接、健康診断
○応募方法　市販の履歴書（写真添
　付）に必要事項を記入の上、４月
　８日までに本人が直接担当へ
担当　　　　　　　　　国保年金課

1０４６（２５２）７０３５ 5０４６（２５２）７０４３

相談はいずれも無料です
と　こ　ろと　　　き区　分

３階相談室
法律相談、行政書士相
談は、いずれも定員に
なり次第、締め切りま
す。

毎月第２・第４火曜日午後６時３０分～９時と
第２・第３水曜日午後１時３０分～４時３０分
〈予約制（電話可）。１日午前８時３０分から
今月分を受け付け〉

９・１０
・１７・
２３日

法　律

毎月第２火曜日　午前９時～正午９日

法　務
（人権・
戸籍・
登記）

毎月第３木曜日　午前９時～正午１８日行　政
毎週月曜・火曜・木曜・金曜日
午前１０時～正午と午後１時～３時３０分

消　費
生　活

毎月第３火曜日　午後１時３０分～４時３０分
〈予約制（電話可）。１日午前８時３０分から
今月分を受け付け〉

１６日
行　政
書　士
（相続・
遺言） 担当　市民生活課1０４６（２５２）８１５８・８２１８

ふれあい会館２階毎月第３木曜日　午前１０時～午後３時１８日駐留軍
離職者 担当　産業課1０４６（２５２）７６０４

４階第１会議室毎月第３木曜日　午前９時～午後３時１８日高年齢者職業
総合福祉センター２階毎週土曜・日曜日　午前９時～正午福　祉

サービス 担当　高齢対策課1０４６（２５２）７１２７
1０４６（２５５）０５００
（電話相談）

毎週火曜・木曜日
午前９時～１１時３０分と午後１時～３時３０分

子育て相談
ホットライン

１階児童課内
 毎月第３金曜日　午前１０時～午後３時１９日婦　人

毎週月曜～金曜日　午前９時～午後３時母　子
生　活 担当　児童課1０４６（２５２）７２０１

市の年金相談は、先月で終了しました。今後は、厚木社会保険事務所または相
模大野年金相談センターにご相談ください。年　金

担当　国保年金課1０４６（２５２）７０３５
青少年センター内
青少年相談室

毎週月曜～金曜日　午前９時～午後４時
青少年

担当　青少年相談室 1０４６（２５６）０９０７
青少年センター内
教育研究所

毎週月曜～金曜日　午前１０時～午後４時
教　育

担当　教育研究所 1０４６（２５９）２１６４

総合福祉センター
毎月第１～第４土曜日
午前９時～午後３時

６・１３
・２０・
２７日

結　婚

担当　市社会福祉協議会1０４６（２６６）１２９４

４月の相談日

不用品バンク�
担当　　　市民生活課�

1046(252)8158
5046(255)3550

◇お譲りします
セミダブルベッド、事務用引き出し、
電子オルガン、ベビーラック、ハム
スター飼育ケージセット、揺りかご、
プリントごっこ、座いす、ドレッサ 
ー、スピーカー、スキー板、円卓、
学習机、チャイルドシート、柔道着、
ソファー、三段ベッド
◇希望します
ベビーカーＡ・Ｂ、洋服だんす、ハイ
チェアー、パソコン、ファクス、ベビ 
ーシート、幼稚園制服（ひばりが丘、
慶泉、相武台、やなせ、栗原）、学習机、
冷蔵庫、自転車（１２～２６インチ）、食卓
テーブルといす、ピアノ、ライティン
グデスク、ベビーベッド、三輪車、柔
道着（子ども用）、テレビ、窓用エアコ
ン、ギター、二段ベッド、ルームラン
ナー、パソコン用ディスプレイ、キー
ボード、トースター、炊飯器

市へ
▽新刊図書「２１世紀日本の産業と環
境問題｣全８巻｢ここまできた！環境
破壊」全７巻「環境とリサイクル」
全１２巻＝座間図書館ボランティア友
の会会長大矢かつ▽ハンドタオル７
枚、鉛筆１５本ほか＝東原・匿名

ところと　き
座間老人憩いの家

午前９時３０分
～午後３時３０分

４月５日
立野台・相武台老人憩いの家　　９日
栗原・入谷老人憩いの家　　１０日
相模が丘・ひばりが丘老人憩いの家　　１１日

※１日（月）が休館日のため、申し
込みは２日（火）からとなります。

　平成１３年６月から平成１４年２月に
開催された「障害児のための絵画と
造形教室」の作品展を開催します。
○と　き　４月１日～５日午前８時
　３０分～午後５時
○ところ　市役所１階市民ホール
担当　　　　　　　　　市民健康課

1０４６（２５２）７３１７ 5０４６（２５２）７０４３

「障害児のための絵画と造形教室」
作品展

平成１４年度第１回危険物
取扱者試験受験準備講習会

○と　き　５月１８日午前９時３０分～
　午後５時
○ところ　市民体育館（スカイアリ
　ーナ座間）
○対　象　乙種第４類および丙種受
　験者
○定　員　６０人（先着順）
○受講料　９０００円（テキスト代含む）
○申込方法　担当および東・北分署
　に備え付けの申請書に必要事項を
　記入の上、４月８日から直接担当
　へ（土曜・日曜日、祝日は除く）
担当　　　　　　市消防本部予防課

1０４６（２５６）２２１１ 5０４６（２５６）２２１５
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○と　き　４月１０日（水）午後０時２０分～４０分
○ところ　市役所１階市民サロン
○曲　目　ベイストン作曲ソプラノリコーダーのためのコン
　チェルト第６番ニ長調ほか
○演奏者　リコーダー　小島海治さん、チェンバロ　久森成
　子さん

　リコーダーとチェンバロで
　　　　　バロック音楽の一時を
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３／３１２／２８１／３１１２／２５１１／３０１０／３１９／３０８／３１７／３１６／３０５／３１４／３０　　　　　　　　納期限

税目など 納期限の日が、土曜・日曜日のときは月曜日。祝日のときはその翌日

４期３期２期１期固定資産税・都市計画税

４期３期２期１期個人市・県民税

全期軽自動車税

１０期９期８期７期６期５期４期３期２期１期国民健康保険税

３月２月１月
＜注＞
１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月

市営住宅使用料

１０期９期８期７期６期５期４期３期２期１期
介護保険料

１２期１１期１０期
＜注＞
９期８期７期６期５期４期３期２期１期

児童ホーム保護者負担金
（児童ホーム保育料）

１２期１１期１０期
＜注＞
９期８期７期６期５期４期３期２期１期

保育所保護者負担金
（保育園保育料）

＜注＞市営住宅使用料の１２月分および児童ホーム保護者負担金、保育所保護者負担金の９期分の納期限は、金融機関など
　　の１月最初の営業日です。

振替種目と振替日一覧

取扱金融機関など
《銀行》横浜、みずほ、三井住友、あさひ、ＵＦＪ、大
　和、中央三井信託、静岡中央、スルガ、三菱信託、神
　奈川、静岡、八千代
《信用金庫》横浜、平塚、城南
《信用組合》厚木
《郵便局など》郵便局、さがみ農業協同組合、中央労働
　金庫、神奈川県信用農業協同組合連合会

問い合わせ先
固定資産税・都市計画税、市・県民税、軽自動車税につい
ては　　　　　　　　　　　　　　収納課1０４６（２５２）８０２１
国民健康保険税については　　国保年金課1０４６（２５２）７００３
市営住宅使用料については　　　　建築課1０４６（２５２）７０３２
介護保険料については　　　　高齢対策課1０４６（２５２）７７１９
児童ホーム保護者負担金については　   児童課1０４６（２５２）７２０１
保育所保護者負担金については　　児童課1０４６（２５２）７２０２

　市役所１階の障害福祉課が、４月１日より同
階の市民健康課隣に移転しました（下図参照）。
これに伴い、ファクス番号が5０４６（２５２）７０４３に
変更になります。業務、電話番号は従来どおり
です。
担当　  管財課1０４６（２５２）７８０１ 5０４６（２５２）０２２０

障害福祉課が移転しました�障害福祉課が移転しました�

障害福祉課（新）�

市民課� 会計課�銀行�市民情報�
コーナー�

市民ホール�

階段�
エレベーター�

総合案内� 正
面
玄
関�

市民サロン�

中庭�

児童課�

市民健康課�

出入口�

障
害
福
祉
課（
旧
）�

社
会
福
祉
課�

高
齢
対
策
課�

国
保
年
金
課�

スローガン

「安全は　心と時間の　
　　　　　　ゆとりから」
「新入学（園）児を交通事故
　　　　　　から守ろう」
重点項目
「子どもと高齢者の交通事故防止」
「チャイルドシートとシートベルト
　の着用の徹底」
「自転車・二輪車の交通事故防止」
「飲酒運転の追放」
担当　市交通安全対策協議会事務局
　　　（市民生活課内）
　　1０４６（２５２）８２１８ 5０４６（２５５）３５５０

春の全国交通安全運動�
期間4月6日～15日�

 越智 　大貴
お ち

    ちゃん

た い き

Ｈ１３．９．３０生まれ　男
立野台２丁目

 池田 　楓
い け だ

   ちゃん

かえで

Ｈ１３．２．１３生まれ　女
入谷２丁目

 松平 　健児
まつだいら

    ちゃん

け ん じ

Ｈ１３．１０．２９生まれ　男
緑ヶ丘１丁目

 五嶋 　佳菜子
ご と う

     ちゃん

か な こ

Ｈ１３．２．１１生まれ　女
ひばりが丘３丁目

 森  越 　耀
もり こし

   ちゃん

あきら

Ｈ１３．９．１０生まれ　男
南栗原１丁目

 山田 　夏帆
や ま だ

    ちゃん

か ほ

Ｈ１３．６．２１生まれ　女
東原３丁目
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